




   

 

 私も桑名市からここに参っております

けれども、桑員を中心とした地域の中で、

皆さんの先輩方に地域医療の担い手とし

て大変ご活躍をいただいています。皆さ

んもそれを目指して、高い志を持って

日々勉学に励んでみえるとのこと、敬意

を表したいと思います。 

 さて、まず女性が働くという意味で少

し答弁をさせていただきます。 

 女性の働いている率は、25歳から29歳

で現在ピークを迎えていますけれども、

30歳代になりますと10％ほど下がります。

そして、その後、再び上昇するという、

いわゆるＭ字カーブというものを描くこ

とはご存じでしょうか。女性の働いてい

る率の低下には、出産、そして育児によ

る離職というのが影響しています。 

 三重県が実施したあるアンケートでは、

出産、子育てなどで一旦離職すると、約

６割の女性が知識・スキル面で仕事につ

いていけないと考えていることがわかり

ました。 

 中でも、日々進歩する医療現場では、

看護師さんたちは毎日が勉強であり、仕

事から離れる、ブランクがあるというこ

との不安はさらに大きいと思います。 

 そのため、三重県では、出産などでの

休職から復職しやすく、子育て中も仕事

を続けられるよう取組を進めています。

病院によっては、産前産後休暇や育児休

業中の職員の復職に向けた面談、研修を

実施しているところもあるようです。 

 県としては、子どもを預けることので

きる、例えば病院内保育所の設置に対す

る支援を行っています。病院内保育所に

ついては、設置は少しずつ進んできてい

ますけれども、看護師さんたちは夜勤が

あります。この夜勤の間、預かってくれ

るところはまだまだ少ないなど、課題は

たくさんあります。 

 先ほど、皆さんは幼少期の入院体験が

看護師を目指すきっかけになったという

お話をされましたけれども、子どものこ

ろから看護師という仕事に触れる機会を

増やすことは、看護師を目指す人を増や

すというだけではなくて、看護への理解

を広げていくということにとっても、と

ても大切です。 

 実際に体験することで、看護という仕

事の喜び、すばらしさが直接伝わり、そ

の中から看護師を目指す人が育つと考え

ています。 

 三重県でも、５月12日の看護の日に合

わせて、看護の心を広めるための「みえ

看護フェスタ」の開催、夏休み期間を活

用した１日看護体験など、中高生を対象

としたイベントも開催しているところで

す。 

 また、県内の中学校や高校に看護師が

出前授業に行くなど、看護職の魅力、命

の大切さを伝える取組も進めています。 

 また、先ほどの質問の中で、女性だけ

ではなくて、男性看護師さんの存在にも

触れていただきましたが、もちろん看護

師の仕事は女性だけの仕事ではありませ

ん。県内でも女性に比べて少ないものの、

多くの男性看護師が活躍されています。 

 今後は、男子中学生、男子高校生など

にも看護イベントへの参加を積極的に働

きかけ、男性の特性を生かした看護現場

での活躍もＰＲをしていきたいと思いま

す。 

 本委員会でも、今日いただいたご質問、

そしてご意見を踏まえ、看護師を目指す

きっかけづくりや働きやすい職場づくり

の取組も含めた看護師確保に向けて、し

っかりと進めてまいりたいと思います。

医師確保というのが多く議論になります

けれども、看護師さんが足りない中で十

分な医療はできません。ですので、しっ

かりと看護師確保に向けて、具体的な取

組につなげていきたいと考えています。 

 最後になりますが、桑名高等学校衛生

看護科の皆さん、実習とか、それから５

年が終わったら国家試験もあると思いま

す。けれども、皆さんは志を持ってここ

にいらっしゃるわけですから、どうか看

護師になって、できれば三重県内の病院

で働いていただきますように強く求めた

いと思います。心から応援しています。 
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べきだという声を聞きますが、三重の高

校生サミットを定期開催することででも、

ディスカッション能力の向上に好影響を

及ぼすことが期待できるのではないでし

ょうか。 

 そして、３つ目が、「一人ひとりに夢

を与える場」です。 

 今回の三重の高校生サミットでは、世

界経済から環境問題まで、様々な課題解

決案が提案されました。ここで私たちは

思いました。これを県議会で活用できな

いかと。 

 例えば、県議会で議論が難航している

ものを三重の高校生サミットの場に委ね

ていただき、出てきた結論をもとにして、

県議会で学生たちの意見を取り入れてい

ただくというものです。個人個人の意見

はか細いものかもしれませんが、自分が

県政に少しでもかかわったというのは、

学生たちにとってとてもいい経験であり、

達成感の得られるものだと思います。こ

のように、常に県議会と学生が連携をと

り合うことで、世代を超えたディスカッ

ションが活発化し、双方が新たな視野を

獲得して、相乗効果により、良い未来を

構築できると思います。 

 また、これにより地元に貢献しようと

する意欲のある学生が増加し、地域貢献

活動レベルの底上げが期待できます。 

 以上のことにより、私たちには３つの

提案があります。 

 １つ目は、三重の高校生サミットのよ

うな県公認学生ディスカッション機関の

定期開催。 

 ２つ目は、県内でのディスカッション

を用いた教育の活発化。 

 ３つ目は、学生ディスカッション機関

と県議会の連携。 

 このような教育改革を進めることは、

三重の地域活力の向上など、多方面につ

ながると思いますが、これらの本校の提

案について考えをお聞かせください。 

 

○教育警察常任委員長（村林聡） 

 お答えします。三重の高校生サミット

が良いものであったということは私も聞

いております。県の教育委員会は、平成

26年度から学校の枠を超えたディスカッ

ションを行う交流の場、「みえ未来人
み ら い び と

育

成塾」をこれまでも開催してきました。

今回、三重の高校生サミットがあり、ま

た次年度以降も何らかの形で開催する方

向だというようには聞いております。た

だ、その検討されているものがどういう

方向になるのかということは、今ご提案

いただいたことを踏まえて、委員会に持

ち帰って議論したいと考えているところ

です。 

 今までの「みえ未来人育成塾」という

のは、講師の方を呼んで、その講演をも

とにディスカッションしていく、それは

ディスカッションプラス報告会という形

だったそうです。今回の高校生サミット

は断然パワーアップしておりまして、生

徒の参加規模も断然大きいですし、提言

もするという形となったわけです。さら

に、それを踏まえて、今後どうしていく

のかということを、教育長もおられます

けど、委員会としても議論していきたい。 

 ただ、私が１つ説明を受けて心配だな

と思ったのが、教育委員会の取組ですの

で、県立高校が対象だったんですね。私

立の高校が参加できるものになるのかど

うかというのは、ひょっとすると分から

ない部分もあると思いますので、サミッ

トを契機とした地域の総合力向上調査特

別委員長とも、あるいは私立高校を所管

している環境生活農林水産常任委員長と

も話をする必要もあるかもしれませんが、

ぜひご提案いただいたような形の方向で

より良いそういう議論の場がつくれたら

なというふうに議論していきたいと思い

ます。 

 また、ほかに、広聴広報会議委員の皆

さんが実施している、この「みえ高校生

県議会」や「みえ県議会出前講座」、

「みえ現場ｄｅ県議会」というような

様々なご意見をいただいて提案をお聞き

する場がありますので、今後ともぜひ、

卒業してからも、こうした様々な機会に

積極的にご参加いただきますようよろし

くお願いします。 
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